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大阪鶴見ロータリークラブテーマ 「 心機一転　Turn over a new leaf=新しいページをめくる 」

青少年奉仕月間

皆さんこんにちは。３年振りの行動制限がない
ゴールデンウィークは、如何でしたでしょうか？高
速道路の渋滞や新幹線の混雑状況を見ますと、コ
ロナ前の日常が少し戻ってきたような感じで嬉しく
思います。
私事で恐縮ですが、私も家内と二人で５月１日に
新幹線で東京まで行ってきました。楽しい旅行だっ
たらよかったのですが、家内の高校時代からの友
人の葬儀のためでした。午前中、元気でテニスをし
ていたのに、午後急に容体が悪くなり、救急車で運
ばれましたが、すぐに意識不明になったとのことで
した。病名は、劇症1型糖尿病、インスリンを産生す
る膵臓細胞の急速な破壊により急激に高血糖をき
たして死に至るという何とも恐ろしい、年間３００人
ぐらいしか発症しないめずらしい病気だったそうで

す。彼女は、６５歳で、週末はテニス、テニス後に
はビールという本当に元気な方でした。肥満もな
く、糖尿病とかの持病もありませんでした。原因
はよくわからないそうです。
私たちもいつ何時、どんなことが起こるかもわ
からないということを実感しました。皆様、一度の
人生、今を精一杯楽しみましょう。

限りなき道ロータリー ふるさと

〈第1749回〉 2022年5月17日（火） 本年度第34回

担当： 各委員長担当： 青少年奉仕　源委員長
クラブアッセンブリークラブフォーラム（青少年奉仕部門）

5月24日（火）

奉仕しよう
みんなの人生を豊かにするために



昨年度、大阪市鶴見区の「花博30周年記念植樹事
業」に寄付をしたお礼とハナミズキの成長が分かる
資料・植樹場所の地図の案内をいただきました。
事務局にありますので、またご覧ください。

本日、理事会終了後、第2回の準備委員会を開催
いたします。委員の皆様、よろしくお願いいたします。

津 野 会 員 次女の誕生日です。（16才）

菊 井 会 員 結婚祝いをいただきました。
有難うございました。

田中（信）会員 51回結婚記念品においしいお菓子
をありがとうございました。
5月31日に満81才となります。自祝

清 水 会 員 誕生月　自祝

￥21,000.-　　累計　￥394,500.-

副委員長　広瀬　芳和社会奉仕委員会報告

委員長　山崎　修一IM3組RD準備委員会

1.今期の委員会報告書を元に次年度の各委員の方
は次年度の委員会報告を提出お願いします。

表彰とお祝い（お誕生日）

幹事報告 幹事：須田 幸史朗

＜テーマ＞
“IMAGINE ROTARY”（イマジン・ロータリー）
「世界にもたらせる変化を想像して大きな夢を描
き、その実現のためにロータリーの力とつながりを
生かしましょう。昨日のことをイマジン（想像）する人
はいません。それは未来を描くことです。」

卓 話

＜強調事項＞
・「心地よさ」と「会員への配慮」
・DEIコミットメントの推進（2022-23RI会長イニシ
アチブ）

・女性会員基盤の強化
・革新的クラブまたは活動分野に基づくクラブの設
立

・女児のエンパワメント（2021-22RI会長イニシア
チブの継続）

＜テーマ＞
『大阪のロータリー100周年を祝おう』

＜テーマ＞
クラブ存続のための会員増強～次の10年に向けて

担当： 津野会長エレクト

次年度会長方針

2022-23 国際ロータリー 
ジェニファー・ジョーンズ会長のテーマと強調事項

2022-23年度 第2660地区のテーマ

2022-23年度大阪鶴見ロータリークラブのテーマ
及び運営方針



5月10日【1748回】

会員数　 　 　 　 2 8 名
（内出席規定免除  11名）

出席会員   13名中  10名

出席免除会員  11名中  6名

休止会員　　　   4名 

出 席 率 16/19  84.21%

ビジター　　　　 0名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 16名

前々回  4/12  Ｍ/Ｕ1名

修正出席率 18/21 185.71%

本年7月から本当にお世話になります。7月からの
一年間、どうぞ宜しくお願いいたします。

＜運営方針＞
①会員増強に注力する
 クラブ会員数30名は会員の満足度や活動維持等
の限界ラインと聞くことがあります。会員数が少
ないと活動アイディアは減少し、多様性や変化に
乏しくなりマンネリ化するのは自明です。また、会
員数が維持できていても活力低下の問題は解決
できません。会社と同じで新入社員的な新たなメ
ンバーが継続的に加入しないと縮小均衡の道を
辿るのも同様です。
 さらに会員数の減少は資金不足を招きます。資金
不足は活動範囲が物理的に制限され、縮小均衡
による負のスパイラルに陥ります。企業と同じで
ろくなことがありません。
 これは今まで何度も言い尽くされてきたことであ
り、放置していたわけでもなく新メンバーの加入
が一筋縄にはいかないのも承知しています。
　しかしながら現状の会員数は25名です（休止会
員除く）。この現状を直視し、おざなりにせず、絶
対に何とかする最初の一歩、そして5年後10年
後には会員数やその多様性、奉仕活動における
「こだわり」においても一目置かれる存在感のあ
るクラブになれるように、まずは会員増強に注力
したいと思いますので、皆様のご協力、ご指導ご
鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。
②奉仕活動によるフェローシップの構築（子供に関
する社会問題を軸に奉仕活動を考える）
　親睦を基礎にした居心地の良さが会員の維持と
増加に寄与することは言うまでもありませんが、
ロータリーは学びの場であり世界をより良くして
いこうという「奉仕活動を通した学び」や「自己実
現を伴う充実感」を得ることは、会員の維持増強
にとってより一層重要だと考えています。
　共通の目的を持った連帯感を醸成できる奉仕活
動として、広く賛同が得やすく且つ日本の未来に
とっても重要な「子供に関する社会問題」を軸に
今後のクラブの方向性を見出していく一歩にし
たいと思います。
　活動の状況をSNSで発信するなど直接の知り合
いではない方々へリーチして関心を持ってもら
い、「いいね！」増やし、その結果として会員の増
強にも繋げる一歩を踏み出してみたいと思いま
す。

③鶴見区との関係性を維持する
④大阪のロータリー100周年を祝う
　何らかの方法で地区のテーマである大阪のロー
タリー100周年を祝いたいと思います。

担当：稲垣会員

第２６６０地区

万が一、感染してしまっても、悪いのはウイルスです。
ロータリアンは互いを思いやりサポートしましょう。

ロータリークラブは
新型コロナウイルスの感染予防を徹底します




